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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

師岡熊野神社「いの池」愛護会 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① イベントや作業を通じて関心が高ま

っているようすがうかがえます。活

動への継続参加や運営の仲間づくり

についてどんな工夫を考えています

か。

これまでの活動の経験やそれぞれの世代の

思いを共有して、出来ること得意なことを分

担して楽しくやっていくための話し合いを重

ねていくことが基本と考えています。その上

で、かい掘りのような大掛かりな活動だけで

はなく、人が集まるきっかけをもっと多くし

て顔が見える関係を築きたいと思っていま

す。 

② 活動の収支計画について教えてくだ

さい。

いの池愛護会は、師岡町に住む人々の地元

の歴史に触れながら憩う場所との認識のもと

「いの池」を美しく維持・保全し、これを継

続させていく目的で令和元年 12 月に設立し

た自主自立の非営利団体です。その運営は会

費及び会員・活動協力者からの作業用具等の

提供により、収支面に支障がなく行われてき

た 5年間の実績があります。（会員は令和 2年

度期末 28名に対して令和 5年度期末 45名と

17名増加） 

今回整備する施設の維持管理費は、太陽光

発電の発電容量アップに係る「鉛蓄電池」・「水

中ポンプ」など消耗品費等 9,400 円の支出を

見込む必要があります。 

愛護会の運営は、一口 1,000 円で年間 100

口程度の会費収入で行っています。 

設立以来 5年の間、地道に継続実施してき

た活動の主な支出は、かいぼりで使用する胴

長靴の補充や、かいぼり後の軽食提供材料、



竹灯籠や池のライトアップ材料、ほうきなど

清掃用消耗品の購入で、今回の整備する施設

の維持管理費を加算しても剰余金（次期繰越

金）の推移から今後も維持できる見込みにあ

ります。 

植松委員 

①公道の下を導管を通すことで通水す

るとのことだが、より高位置にある場

所から傾斜を利用しての通水でつま

りなどの心配はないでしょうか。

境内の玉砂利（砕石）や落ち葉が導水管に

混入してつまることが想定されますが、下記

により「つまり」の心配を排除できると考え

ています。 

・坂道沿いは転がし配管で導水管を設置する

予定です。景観上許容されると考えられる

外径約 75 ㎜（内径約 60mm）の導水管を選

定し、小さな異物が管内に滞留しないよう

にします。

・既設の排水マスと導水管の間に新設する約

40 ㎝角の取水マスの出入り口にストレー

ナ（ふるい）を設置して異物を除去します。 

・導水を一時止める池のかいぼりの際に取水

マスとストレーナを点検し清掃します。

②神社の神泉であり、農地のため池でも

あった当該池が流水を呼び込むこと

で息を吹き返し、掻い堀による環境

意識の啓発や汚泥の肥料化、竹細工

による近隣の交流の場づくり、太陽

電池によるライトアップなどが実現

するとのことだが、それらを継続さ

せていく秘訣を教えて下さい。 

同じ活動を継続することは大切なことと思

いますが、活動の成果によっていの池の環境

はより良く整えられていき、それによって活

動の参加者の思い、そして師岡に住む人々の

思いも変化してくるはずです。「私たちの学

び・知識とアクションでこの池を護っていく」

という地元主導の態勢づくりという考えを活

動の根底に据え、地域の人々あるいは会員の

思いを世代間の壁を超えて拾い上げて共有

し、具体的な活動に移していくことこそが継

続には不可欠と考えています。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

質問なし 

杉崎委員 



①整備のときにメンバー以外の地域住

民等が参加する作業などを予定して

いるかを教えてください。

池周囲の環境整備の一つとして、水辺植物

と池周囲の植栽を増やす計画があります。 

池周囲の植栽は会員が行うことになります

が、水辺植物の植栽は、かいぼり時作業に組

入れ、会員外のかいぼりに参加した子どもと

大人にも参加を呼びかけてまいります。 

なお、上記以外にも活動が押しつけではな

い楽しいものになるように、作業参加者等か

らアイデアを求めるなどの検討会や行事開催

後の懇親会などを実施し会員以外の方で愛護

会の活動に興味を持っている方にも輪を広げ

てまいります。 

②電気代等、整備したものの維持管理に

かかる費用はどれくらいですか。

 今回整備する施設では下記の維持管理費用

が予想されます。 

<1項 神社から池への導水管の設置> 

導水量を増やす場合を想定 

汲みあげ地下水の増加に伴うインバータ式

600W水中ポンプの電気料金増分。 

100W 8時間/日稼働とすると 

24kWH/月×@36.4円≒900/月=10,800円/年 

<4項 太陽光発電の発電容量アップ> 

 池の水のエアレーションとろ過稼働時間拡

大に伴う部品の予防修理交換 

水中ポンプ    1回 3,500円/年 

エアーポンプ  1回 1,500円/年 

長寿命鉛蓄電池  1回 20,000円/5年 

ホース   1回 2,000円/5年 

小計  9,400円/年 

1項と 4項の合計 \20.200円/年 

鳥海委員 

① 水温や環境の変化によって今の生態

系が変わることはありませんか？専

門家や有識者の伴走はありますか？

今回の導水による池の水質改善の目的の一

つに、雨が降らずに池の水量が減る夏のアオ

コ発生の抑制があります。

導水量は今後検討する予定ですが、現状の

予定導水量は一日あたり 1～3 ㎥（令和神苑

の汲みあげ地下水と手水舎のオーバーフロー



水道水（神社行事時期で変化））です。別に降

雨時には社殿の一部の雨水が加わります。今

回の新たな導水量は現状の池の総水量約 230

㎥に対しては僅かで、今の生態系が変わる(悪

化する)ことはないと考えています。 

 いの池の水質改善方策については、愛護会

発足当初より熊野神社市民の森を管理されて

いるみどり環境局北部公園緑地事務所に相談

しながら進めてきました。多様な生物が棲む

池の環境を再生するため、かいぼりによる池

底に溜まった堆積泥を減らす取組とともに以

下の助言をいただいています。 

・水を循環させる

・池底に光を入れる（周辺樹木の選定）

・生物の個体数の適正管理

今回の導水計画への助言は

・池に川のように大量の水を流さないこと、

流すと池内の有機物（沈んだ落葉等）を分

解するバクテリアがいなくなってしまう

とのことです。 

② 綺麗になった池に親しむ活動とは具

体的にどのようなことをイメージさ

れていますか？

池をきれいにする活動は継続的に行う必要

があると考えています。それによって会員だ

けでなく地域の人々が顔を合わせ、自然発生

的に「これをやっていこう」という活動の萌

芽が生まれてくることが期待できます。そう

やって自分達で自分達のやることを見つけ、

それを実践していくことが子どもにとって懐

かしい経験・思い出になり、地域の人の声で

もあるいの池が日常生活の一部になることと

考えます。 

③ ざりがにや昆虫、野草、水生植物等は

団体が管理するイメージですか？市

民の物ですか？「採ってはいけませ

ん。」「入ってはいけません。」等、周

知して管理を考えている「禁止事項」

があれば教えてください。

「いの池」は昭和 30年代まで師岡の地を潤

す貴重な農業用水の水源として、谷戸地形の

水と土の利点を最大限に活かす地域の共有地

（コモンズ）として護られてきました。周辺

の宅地化が進んだ現在は熊野神社市民の森の

一部として、土地所有者（代々の土地所有者



と師岡熊野神社）の協力により市民のいこい

の場として利用させていただいています。「い

の池愛護会」は熊野神社及び氏子総代会の信

任を得て、池をきれいに維持保全する活動の

中心的な役割を担い、現代的にコモンズを蘇

らせる活動を行っています。 

「ざりがにや昆虫、野草、水生植物等は団体

が管理するイメージですか？ 」 

⇒いの池愛護会が日常的にそれらを直接管理

しているわけではなく、いの池と周辺の自

然な環境を再生し生態系を維持保全する

ための活動を行っています。

「市民の物ですか？」 

⇒特定の者の所有物ということではなく、地

域のコモンズとして皆で生態系を護って

いるという認識です。

「周知して管理を考えている「禁止事項」が

あれば教えてください」 

⇒市民の森の利用マナーの掲示板が池の周囲

3か所あり、以下の記述があります。

「生き物を持ち込まない、持ち帰らない」 

⇒いの池愛護会では活動参加者に次の内容を

周知しています。

生態系のバランスをこわさないよう、外来

生物法で指定されている「アカミミガメ」

「アメリカザリガニ」を

・（最期まで飼えないなら）持ち帰らない 

・飼うなら最期まで大切に飼う

・池や川に逃がさない

また、池に来る鴨などへの積極的なエサや

リは近隣のお宅への糞害のクレームもありご

遠慮いただいています。 

④ 大がかりな工事は業者が行うことに

なるかと思います。その他の整備に

携わる項目に、「会員 2人/7日・会員

① 水辺と池周辺の植栽

②掲示板の組立設置

③太陽光発電の組立・設置



3人/3日」等、人数が書かれています

が、述べ 8 名の会員は同じ方が重複

して担当されていますか？その場

合、地域住民や他のメンバーはどの

ような形で整備に関わりますか？ 

④石積護岸の修復

について、電気工事、土木・機械工作、設備

工事を得意とする会員が主に行うことにな

り、重複しての担当となります。（会員や行事

参加者の中には特技・技術・経験などを有す

る方々がいます。今回予定している方々も作

業検討会や作業後の懇親会、作業合間の雑談

で自分だったらこうする、こうしたいとの意

見から担当してもらうこととしており、押し

付けではなく話し合いの結果によるもので

す。） 

検討会・懇親会等の場でそれぞれの方々の

できること、やりたいことの意見を求めるな

どにより、技能等に応じ作業に参加する人の

輪を広げてまいります。 

現時点では、水辺の植栽や石積護岸の小石

充填など整備内容から適切なものを選定し、

子ども達の参加を募り、大人と協働作業を経

験してもらうことを考えています。 

 また、各整備事業の工事進捗状況や実施日

等については、かいぼり・清掃活動時や、SNS

等で、会員はもちろん、地元の方々にも適時

発信し、関心を高めてまいります。 

肥後委員 

① 愛護会の活動理念や歴史の取りまと

めと発信とは、具体的にどんなこと

をする予定ですか？

かつては「いの池」を含む水路が農業用水

として管理・利用されていましたが、時代と

ともに水源として利用されることもなくな

り、土地の経済的な利用を目的に埋めようと

いう議論も行われました。愛護会は、そうし

た中で何とか保全・維持を自分たち地元の手

でやっていこうという有志４人により令和元

年に設立されました。その思いは設立趣意書

にまとめられています。 

まずは、有志４人を始め会の発足初期から

参加しているメンバーと次世代のメンバー



が、共に活動する中で、その想いや経緯、こ

れまでの進め方を実感し、聞き取り・取りま

とめ・会員間での共有の場づくりを一層進め、

その内容を掲示板等広報媒体に掲載すること

を考えています。 

② 上記と重なりますが、将来像のデザ

インと共有とは、誰に向けて何をす

るイメージですか？ 

新たなメンバーが加わる中で、新たなアイ

デアも生まれてはいますが、各メンバーが会

の設立趣旨を理解し、これまでの活動の歴史

の上に活動を続けていくことが大切と考えて

います。このため、まずは、メンバー間で設

立趣旨や歴史を踏まえた上で、どのような活

動をしていきたいか、その活動によって何を

目指すのかを議論し、共有していきたいと考

えています。 

まち普請事業の応募を通じて、実際にこう

した議論を行い、メンバーの思いを文字や絵

にすることにつながっています。 

こうしたことも行いながら、更に地域に対

する発信を行い、理解を広げていきたいと考

えています。 

松村委員 

① 「いの池を護るとはどういうこと

か？」に関して、地域の方々にとっ

ての意味や意義はどのような意見が

挙がりましたか？

11月 9日の意見交換では、参加者の想いと

して次のような意見が挙がりました。 

・子ども達に「なっかしい」と思い出せる経

験をつくる（愛着をもってもらう）。

・生き物が生きていて、人が生活していて、

憩い、癒しになる。命に触れ合える場所。

・地元の町に池があることがいい。人が集ま

ってくる場所であって欲しい。

・いの池が生活の一部であって欲しい。

・まだ限定されたメンバーが中心だが、人の

つながり（人の循環）がもっと広く、世代

を越えて生み出されるといい。

・人が集まる場所だというみんなの共通理解

が生まれる（醸成される）とよい。

・いろいろな人がつないでくれている／参加



してくれる。 

・以前は暗くて怖いイメージだったが、「池で

色々やっているよね」「いの池があるといい

よね」と子ども達が思えるようになってほ

しい。 

・池に通りかかる人が楽しくなるように。敷

地がきれいなだけでも人は集まる。

活動内容を企画・準備する側が、その活動

を一緒に行った参加者を交えて活動の振り返

りのための話し合いを行うことで、こうした

「思い」だけでなく、今後のアクションにつ

ながる「アイデア」も引き出されました。 

② 地域資源の循環は、どこからどこへ、

どのような資源がめぐっていくので

すか？その循環システムを再生させ

る目的は何ですか？

水と土の循環があると考えています。 

【水】森に降った雨は土に浸透し、いの池に

流れ込みます。神社周辺の湧き水は時代と

ともにあまり見られなくなってしまいまし

たが、神社境内で汲み上げた地下水のオー

バーフロー水等をまち普請事業によって池

に導水することで、地下水を循環させるこ

とができ、また池の水の循環を作ることが

できます。 

【土】市民の森で育った木々からの落ち葉の

一部が池に流れ込み、堆積し泥になります。

池のかい掘りによってその泥を森に還し、

森の土の栄養となります。一部は近隣の畑

で肥料として利用されます。 

水が水脈に沿って巡り、土が豊かさを回復

していく中で、生命もまたその生きる力を回

復していきます。かつてはいの池を中心に、

種の棲み分けと種の相互依存による生命圏が

あったと聞いています。私たちは愛護会の活

動を通してその生命圏がまだまだここにはあ

るとの実感を得てきました。 

それをかつてと同じように回復させること



はできないとしても、こうした自然の循環の

輪に私たちもその一部として参画し太くする

ことで、いの池やその周辺地域を美しく維持・

保全し、池に生きる生物や池に集まる生物の

多様化、豊かな自然の再生につなげていける

との手応えを得ています。この手応えを手が

かりに、この自然の循環の輪を再生し維持し

ていきたいと考えています。そしてその活動

を通じて、子ども達が自分のふるさとに愛着

と誇りを持てるようになると考えています。 

環境省は、地域資源を活用して環境・経済・

社会を良くしていく事業（ローカル SDGs 事

業）を生み出し続けることで地域課題を解決

し続け、自立した地域をつくるとともに、地

域の個性を活かして地域同士が支え合うネッ

トワークを形成する「自立・分散型社会」を

示す考え方として「地域循環共生圏」という

概念を打ち出しています。その際に、私たち

の暮らしは森・里・川・海のつながりからも

たらされる自然資源が活用できる範疇でのみ

成り立つため、それらを持続可能な形で活用

していくとともに、自然環境を維持・回復し

ていくことが前提となると謳っており、愛護

会の活動はこれを実践することにつながりま

す。 

（「環境省ローカル SDGs」ホームページ） 

https://chiikijunkan.env.go.jp/shiru/#a-

shiru-about 

③ かい掘の参加した人が愛護会に入会

するケースは、1年に何人くらいいま

すか？

入会申込は、①かいぼり・清掃等の行事参

加時の申込②SNS・池横の掲示板等をみての申

込③会員を介しての申込などがあり、かいぼ

り参加に特定して捉えることは難しいです。 

年間の新規会員数の推移は、令和４年：７

名、令和５年：９名、令和６年（11月末現在）

6名となっています。 

なお、会員増加は、役員の若返りや女性の

https://chiikijunkan.env.go.jp/shiru/#a-shiru-about
https://chiikijunkan.env.go.jp/shiru/#a-shiru-about


視点を入れるなど人のつながりを広くするこ

とにより加入会員世代を拡大して、多様な活

動内容に繋がるアイデアを引き出すと共に楽

しい「いの池」愛護会活動に発展させること

により図っていきます。 

会員の増加も大切ですが、会費を払って会

員になる方々だけでなく「いの池」を大事に

思って頂ける地域の方々と一緒に活動するこ

とが大事と考えています。 




